


・2013年度第1四半期の連結売上高は、前年同期比▲3.1％減収の4,551億円と、ほぼ想
定どおりの結果でした。

・営業利益は▲5.9％減益の524億円、売上高営業利益率は、▲0.4ポイント減の11.5％と
なりました。

・四半期純利益は、前年同期比+16.1％増益の372億円となりました。

・建設機械・車両部門では、主にインドネシアの建設機械および鉱山機械、中南米の鉱山機
械の売上減を、日本・中近東等の一般建機、部品等の売上増で補いましたが、前年同期比
では減収減益となりました。

・産業機械他部門では、自動車業界向けを中心に工作機械の売上が堅調に推移しました
が、大型プレス等の板金鍛圧機械の販売が減少したことにより、前年同期比では減収減益と
なりました。



・為替は、1ドル97.3円、1ユーロ126.4円、1元15.8円と、いずれも主要通貨に対して前
年より大幅な円安となりました。

・建設機械・車両の売上高は、鉱山機械を中心とした需要減少の影響で前年同期比
▲3.1％の減収、セグメント利益は▲2.9％の減益となりましたが、セグメント利益率は、
12.6％と昨年と同じレベルを維持しました。

・産業機械他については、売上高は▲6.3％の減収、セグメント利益は▲65.4％の減益と
なりました。

・営業利益は▲5.9％の減益となりましたが、営業外損益における為替の影響および法人
税の一時的な減少等により、四半期純利益は前年同期比+16.1％の増益となりました。



・建設機械・車両の売上高を地域別にみると、日本・中近東等では好調な需要に支えられ
て前年同期比で増収。アジア・中南米・CIS等では鉱山機械の需要減少の影響により減収
となりました。

・日本をはじめとする伝統市場の売上が堅調であった一方、アジア等の売上が減少したた
め、伝統市場の比率が36％から39％に増加しました。

・世界の鉱山機械売上高は、前年同期比▲16.5％の減収となりました。



・建設機械・車両の売上高およびセグメント利益を前年同期と比較しています。

・売上高については、プラスの影響が為替差で527億円、販売価格差で53億円ありまし
たが、鉱山機械の需要減少等に伴う物量差他のマイナスが▲711億円と大きく、合計で
は▲131億円の減収となりました。

・物量差他▲711億円の主な内訳は、インドネシア鉱山向けがレベルの高かった昨年より
減少したこと、中南米で鉱山機械の需要減および販売時期のずれが生じたこと、中国で
建設機械需要が台数でほぼ前年並みなものの、小型機械の割合が増えたため金額で減
少したこと等によるものです。

・セグメント利益については、為替差が139億円、販売価格差が53億円、固定費差が17
億円のプラスとなりましたが、物量差他の▲224億円をカバーしきれず、前年同期比
▲15億円の減益となりました。

・前年同期のセグメント利益率12.6％に対して、外部要因として為替がプラスとなったも
のの物量差がマイナスに働き、利益率を押し下げる形となりました。これを商品価格の改
善や固定費の抑制、原価低減等の内部努力で挽回することで、結果的に前年同期と同
レベルのセグメント利益を維持できました。



・産業機械他については、コマツNTCで生産するトランスファーマシン等工作機械の売上
は、自動車業界向けを中心に堅調に推移し増収となりました。コマツ産機で生産する大
型プレス等板金鍛圧機械の販売は想定どおりですが、減収となりました。

・受注は堅調に推移しており、売上は今後も想定どおり推移する見通しです。

・セグメント利益率は5.5％から2.0％に低下していますが、これは売上高の減少に加え、
利益率の高い中国で売上が減少したこと等によるものです。

・本年5月、コマツ産機より新型のファイバーレーザー加工機(写真)を発売しました。今後
もこのような革新的な商品の開発により、収益体質の強化に努めます。



・リテールファイナンス子会社の総資産は、円安の影響および北米・中南米にお
ける新規取扱の増加等により、前年同期末に比べ増加しました。

・収益については、円安の影響等により収入は+41億円、税引前利益は+6億円と
前年同期比で増収増益となりました。為替の影響を除く実質では、ほぼ前年並み
の水準です。



・総資産は、2013年6月末の為替レートが1ドル98.6円と大幅な円安となったこと
で表面上+420億円増加していますが、実質の資産は減少しています。主な要因と
しては、日本・北米・中国等で、売上の拡大した昨年度第4四半期分の債権回収が
進んだことによる売掛金の減少があります。

・株主資本は+463億円増加し、株主資本比率は+1ポイント増の48.4％、ネット・
デット・エクイティ・レシオは0.48と、前年度末より若干改善しました。



・第1四半期の主要7建機全体の需要は日本・中国等で増加しましたが、インドネシアを中
心とする東南アジア、オセアニア等で、需要水準の高かった昨年より減少した結果、想定
を若干上回ったものの、前年同期比▲2％となりました。

・2013年度通期の需要は、期初の時点で前年比+4％と見込んでいましたが、ほぼ同レ
ベルで推移するものと思われます。



・日本市場の第1四半期の需要は、震災復興向けを中心に、レンタル向け・一般向けとも引
き続き堅調に推移し、想定を上回る前年同期比+28％となりました。

・通期の需要は、期初の時点では前年比+7～12％と見込んでいましたが、更に上ぶれする
可能性があります。

・コマツの受注も、引き続き高い水準で推移しています。復興工事の本格化に伴う大型建機
の引合の増加、公共工事増加への期待に伴うユーザの投資意欲の改善等により、今後もこ
の傾向が継続するものと思われます。

・レンタル需要も引き続き堅調で、コマツはレンタル車両台数を更に増強致します。



・北米市場の第1四半期の需要は、住宅向け・エネルギー向けが引き続き伸張しま
したが、鉱山向け・レンタル向けが減少したため、前年同期比▲2％となりました
。レンタル向け以外の需要は引き続き好調で、前年同期比+5％と拡大しています
。

・通期の需要は、期初の時点では前年比+15～20％と見込んでいました。今後、住
宅向けを中心とした需要の伸びが見込まれるものの、全体の伸び率は期初見込を下
回る可能性があります。

・コマツは、住宅・非住宅建設向けの堅調な需要に対応して、既定方針どおり、代
理店レンタルの車両台数増強を軸とする循環ビジネスの展開を一段と加速させます
。また6月に発売したICTブルドーザの円滑な市場導入やTier4車拡販プログラムの
継続等により、販売増を見込んでいます。



・中国の第1四半期の需要は前年同期比+10％と、四半期ベースで2年ぶりにプラスとな
りました。

・通期の需要は、期初時点で前年比+3～8％と見込んでいました。足元で新規プロジェク
トに大きな動きはないものの、小型機を中心に需要には底打ち感が見られることから、通
期需要は期初見通しを上回る可能性もあります。

・コマツの販売は4月が前年並み、5月に一旦マイナスとなりましたが、6月は反転してプラ
スとなりました。7月も足元でプラスの状況が続いています。

・東南アジアの第1四半期の需要は、昨年の第1四半期はインドネシアの需要がまだ高い
水準であったため、前年同期比▲22％となりました。

・通期の東南アジアの需要は、期初時点で前年同期比▲13～▲8％と見込んでいました
。インドネシアの需要は底を打ちつつあるもののまだ力強い回復には至っていませんが、そ
れ以外の国の需要は安定していることから、期初見通しのレベルで推移するものと思われ
ます。



・第1四半期の鉱山機械の売上は、資源価格の下落、鉱山ユーザの収益体質見直しによる
設備投資意欲の低下もあり、前年同期比▲16.5％となりました。内訳は、本体・サービスが
▲28％、部品は+14％となりました。

・インドネシアの売上は、昨年の第1四半期がまだ高水準であったことから減少を見込んでい
ましたが、その想定を下回る結果となりました。

・どの地域においても、引き続きキャンセルは発生していませんが、中南米等で、客先からの
要請による納入延期に伴う売上の遅れが出ています。

・第1四半期の建設機械・鉱山機械の部品売上は、前年同期比+17.6％となりました。

・配車台数の増加に加え、円安のメリットもあり、今期の部品売上は、期初の想定どおり前年
を上回る見通しです。

・4月公表の2013年度業績見通しは変更致しません。

・鉱山機械の売上は若干下振れする可能性があると考えておりますが、それを上振れの見込
める日本・中国の建設機械本体、および安定した売上の見込める部品の売上、中南米向け
等で納入遅れの発生している鉱山機械の売上への取り込み等により挽回する予定です。

・当社の代理店の在庫レベルは安定しており、在庫調整による連結決算へのマイナスのイン
パクトはありません。

・販売価格の改善は第1四半期も継続的に実施しており、年間では当初見込どおりの改善
を達成する予定です。




